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見出し ARGが６点差でCHNを破り初勝利

前半

まだ白星のない両チームの一戦は、CHNのスローオフで前半開始。ARGの6-0DFに対して、CHNは
３２１DFで積極的に高くあたる。ARGはRW、カットインで２連取する。CHNはFBで1点を返した
が、5分を過ぎてARG3-1CHNとなる。ARGはRWの連続得点で5-2とリードを広げる。10分過ぎに
は、CHN-19の2回目の退場を誘う７ｍTを決め、6-2とする。CHNはGKをベンチに下げ、CP6人で攻
め７ｍTやカットインシュートで6-4と追い上げる。13分37秒CHNは8-4と4点リードされたところ
でタイムアウトを申請。15分にはARGのDFがより積極的になり、速攻から７ｍTを連続得点し11-
4と7点差となる。点を詰めたいCHNだが、ARGの堅守速攻の勢いが止まらない。CHNはトップの19
が2回目の退場をして、6-0DFにすると、ARGは速いパス回しで、PVシュートで７ｍTを誘い、23
分には15-8とリードを保つ。25分にCHNはFBで16-10と追い上げる。さらにARGのFBをパススチー
ルして、17-13と4点差にまで迫る。ARG-18がミドルシュートを決め、18-13の5点リードで折り
返す。

後半

リードしているARGのスローオフで後半30分の開始。開始早々ARGはPVシュートやRBのカットイ
ンで2点を追加し、20-13とリードを広げる。5分を過ぎて、CHN-34が７ｍTを決めて6点差にな
る。CHN-15のロングシュートが立て続けに決まるが、ARGもワンハンドキャッチのPVシュートか
ら７ｍTで返し、25-18とARGのリードで点差が縮まらない。11分に26-21と再び5点差となるが、
CHN-21が退場となり、ARGはPVシュートを決められ波に乗れない。14分30秒にARGが退場とな
り、CHNは4点差とする。ARGのランニングシュートが決まり、29-24と5点差になったところで
CHNの申請でタイムアウト。20分を過ぎてARGが７ｍTを決めて30-25となり、一進一退となっ
た。22分33秒となり、ARGはタイムアウトを申請。終盤を迎え、CHNのDFが高くなるが、ARGは間
隙をカットインして得点する。残り5分で33-26とARGが7点リード。27分過ぎにCHN-34の10得点
目が決まり33-28とCHNも必死に追い上げる。CHNのRBのロングシュートが決まって、28分13秒に
ARGはタイムアウトを申請する。好守に積極的なARGが34-28でCHNを破った。
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